
第１号被保険者は横ばいで推移していますが、認定者数（第２号被保険者を除く）は年々増加しており要支援・要介護を併せた認定者数は平

成３１年３月末時点以降から５００人を超えています。令和元年８月末現在では要支援１：２９人、要支援２：６３人、要介護１：７７人、要

介護２：９０人、要介護３：１０１人、要介護４：９２人、要介護５：５２人、計５０４人となっています。要介護３・４・５の重度者の割合

が全体の４８．６％と重度者の割合が高い状況です。

認定率については、年々増加傾向にあり平成２９年３月から２０％を超え、令和元年８月末では ２０．９％になっています。

団塊の世代の方が７５歳以上になる２０２５年には要介護者数は５４５人になると推計しています。（内訳は要支援１：２５人、要支援２：

６３人、要介護１：１０１人、要介護２：１１１人、要介護３：８３人、要介護４：５９人）

第１号被保険者は、平成２０年（2008年）には２５００人を超えていましたが、平成２３年（2011年）からは２４００人台になり、現在は２

４１０人前後を維持しています。今後、６５歳到達する方が現在より減少していくことにより、緩やかに減少し２０２５年には２２２２人にな

ると推計しています。
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